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はじめに

1）言い訳少々
かつて（40年前）に少しだけ備中・美作の幕領について研究したことがある
が、その後はほとんど新しいことは何もやっていない。

⇒当時は備中や美作の幕領についての基礎的な研究がなかった。
その後、幕領の含まれている自治体史編さんが進んだ（岡山県史、新修倉敷市
史、鏡野町史、芳井町史など。芳井町史では幕領とよく似た陣屋支配が行われ
た御三卿領（一橋家領）の調査・研究の成果も反映されている）。
倉敷代官所管下幕府領については山本太郎さんのきわめて精緻な研究成果が生
まれており（『近世幕府領支配と地域社会構造－備中国倉敷代官所管下幕府領の研究

－』清文堂、2010年）、その研究はさらに進化している。

⇒本日の話は、山本さんの一連の研究および『新修倉敷市史』に依拠している。
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2）2つの史料を手がかりに
【史料１ 天明９年正月「御代官江申渡」（『御触書天保集成』4644号文書）

※勘定奉行から代官へ命じたもの ⇒寛政改革の一環！
傍線部aから

①幕領のなかには、10～20ヵ村ごとに「惣代」と称される者が存在し、布令の伝
達、下情上申など代官所と各村の仲介機能を果たしているところがある

②この「惣代」は、幕府（代官）にとっては「弁利」だと認識されている

しかし、一方で問題もある 傍線部bから

③民間の腰押をして、村方からの不熟石代願などの嘆願闘争を組織する＝幕府代官
の支配に対する抵抗、反対

④村方からの願いのうち、自分たちの意に沿わないものは取り次がない（＝恣
意的な運営をする）など、長年にわたって惣代を勤めることの弊害もある

⇒18世紀末に、幕領に広く存在して「弁利」でもあると幕府が認識している「惣
代」とはどのようなものか？
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『御触書天保集成 下』岩波書店、一九八九年

史料１

傍線部Cから
「弁利」だが「宜しからざる事」
もある「惣代」をどうすれば良い
のか？
勘定奉行から代官への指示は？

①誰を「惣代」にしたいのかにつ
いて、「村々の惣連印」のある書
面で願い出れば、「惣代」に任命
する
②一、二年と任期を限って交替さ
せる積もりにする
③交替の度に、惣代の名前は勘定
奉行所へ届ける⇒③だけは、遵守
されたかどうか怪しい！
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【史料2 田中家文書（倉敷代官桜井久之助手附田中家諸留（田中東蔵関係文書）

東京大学史料編纂所蔵 『岡山県史』（26巻 諸藩文書）に収録】

⇒ここで出てくる薪・燈油・炭や味噌・梅干・大根漬や糠・大豆とは一体何だ
ろうか？ 何のために使われたのか？
「子冬御進発」とは？
⇒元治元年（1864年子年）7月23日 禁門（蛤御門）の変を起こし、朝敵と
された長州藩への「追討令」が出され、11月18日に予定された総攻撃
を目指して、「第一次長州戦争」の準備が始まる。

・この史料は、窪屋郡の幕領村々から「御買い上げ」になり、広島や松山・
高松へ運送した諸物資の代金を確かに受け取ったという受（請）取証文。

・「当御代官所 備中国窪屋郡村々惣代」が倉敷代官所にあてて出している

⇒この「備中国窪屋郡村々惣代」とはどのような人びとか？

⇒どうやら、備中の幕領にも「惣代」と称される人びとがいるらしい
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『岡山県史 第二十六巻 諸藩文書』岡山県、一九八三年

史料２―１
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3）倉敷の歴史を考えるうえで、少なくとも倉敷に代官所（陣屋）が
置かれた延享3（1746）年以降の備中・美作（・讃岐）の幕領支配の
ありようを考えることは不可欠

商品生産・加工（繰綿）と諸商売（綿実・魚・古着など）の拠点、新田開発の
拠点、金融の中心など、経済の中心地としての倉敷の位置

さらに、政治的・文化的にも中心である倉敷および、その倉敷を政治的中心とし
ながら、備中・美作に散在する幕領の村々の地域社会運営能力について検討し、
19世紀の幕領だけでなく、「非領国」と呼ばれる領域での地域社会が明治以降の
地域社会に継承する政治文化についても言及したい。

幕領が含まれる「非領国地帯」の備中や美作および一国藩領である備前との関係
も含めて、このような地域社会とその結節点である倉敷から「近代」の姿を垣間
見ることにしたい。
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1 「幕領」とはどのようになっていたのか

1）倉敷は「天領」の町とされていることについて
※日田、飛騨高山なども「天領」を売り物にしている

・江戸時代には、「御料」と言えばまず「江戸幕府の直轄地」（幕府領）
⇒史料1 では「諸国御料所村々」

・嘆願書などを出す際、自分の村を示すときには
幕領では「○○様御代官所○○国（○州）○○郡○○村」
藩領では「○○様御領分○○国○○郡○○村」⇒「水戸様御領分」「松平能登守

様御領分」

旗本知行所では「○○様御知行所○○国○○郡○○村」⇒「戸川播磨守様御知行所」

「禁裏御料」「仙洞御料」
・明治新政府 「徳川領」「徳川氏ノ所領」支配を引き継ぐ

「諸国ノ中是迄天領を称シ居候徳川采地、其他賊徒ノ所領」（『岡山県史稿本
上』明治元年正月27日太政官代より備前・安芸藩宛て）

⇒「真の天朝御料」 「天領私領」
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2）幕領とは？ 代官所（陣屋）とは？ 代官とは？

図1 天保10年郡代・代官配置図

・全国の石高 約3000万石 幕領は約430万石 旗本知行所約300万石

・天保10年で郡代・代官は42名（江戸在府代官＝役宅勤務も含めて）
陣屋は出張陣屋を入れると60程度

⇒本陣屋と出張陣屋の場所からでも、ある程度幕領の設置状況を読み取る
ことができる

南は現在の宮崎県から、北は山形県まで散在
※「蝦夷地」も2度幕領になるが、基本的な松前藩領
郡代・代官の管轄地のほか、藩の「預所」が存在
「預所」の持つ意味は実は重要
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村上直『江戸幕府の代官群像』同成社、1997年

図１
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表1 同 一覧表 天保10年「県令集覧」
郡代・代官でなく、なぜ「県令」なのか？
明治4（1871）年7月廃藩置県後 知県事を「県令」へ
中国の郡県制（中央集権的制度）⇔ 封建制
近世は封建制のはず⇒ここでは、中央集権的官僚の側面を強調する

⇒陣屋にどの程度の武士的存在がいるか？
10人程度 江戸の代官所を含めても2、30人
⇔同じ規模の藩領なら数百人の武士が存在

⇒陣屋支配は軍事的にはきわめて手薄
百姓一揆が起こると近隣の大名に派兵してもらわざるを得ない
万年七郎左衛門の倉敷代官（笠岡は出張陣屋）在任中、天明6（1786）年
12月、備中小田郡・後月郡幕領村々が笠岡陣屋への強訴

⇒岡山藩などへ援兵要請
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村上直『江戸幕府の代官群像』同成社、1997年

表１
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村上直『江戸幕府の代官群像』同成社、1997年

14



村上直・荒川秀俊編『江戸
幕府代官史料－県令集覧
－』吉川弘文館、1975年

史料３

①代官には、150俵クラスの中下級旗本が就任 役料はあり
代官所維持経費は、幕府から支給 それですべてが賄われるわけではない
「郡中入用」あるいは「郡中大割」として「郡中」（＝管轄下の幕領全体）
に負担を転嫁 ⇒この点は後述

・身分は、従6位に昇進し「布衣」の身分になることが出世
職務上では、勘定吟味役などへの出世もあり

・江戸城に出仕したときの部屋で区別される 表１参照
焼火ノ間⇒躑躅（ツツジ）ノ間

・代官の管轄地は5～10万石強 管轄地の増加は、評価されていることを
示す 10万石がその規準

・「県令集覧」はなぜ刊行されたか？
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表２ 幕領が存在する５０カ国（琉球を除
く７３「国」のうち）の幕領の比重

⇒全国の幕領の存在状況
分散・錯綜する

⇒「非領国」となりがち
天保の上知令や元治の関東郡代の復活な
どが、江戸・大坂周辺への幕領の集中と
権力基盤の強化策だったが、成功しない

この表を読んでみよう
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『復刻 徳川幕府県治要略』柏書房、1971年

図２

図2 陣屋の中

①役所のなかの
人たちは、何を
している？
⇒デスクワーク

②役人の後ろに
は何がある？
⇒文書(冊子と一
紙もの）

⇒下座して役人
に差し出して
いるのも文書

＝文書行政
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『新修倉敷市史 第四巻 近世(下)』倉敷市、2003年

表３

表3 代官が引き継ぐ書類

・「支配替」（「御所替」）
藩領から幕領へ
幕領から藩領・旗本知行所へ
藩から代官所へ

・「最寄替」
管轄する代官所の交替

・代官の交替の頻度
平均すると数年で「転勤」

・「別廉当分預」一時的な
兼任

（しかも「立会預り」もあり
⇒何れも、文書による引き継

ぎが不可欠
⇒文書による支配 文書行政
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『新修倉敷市史 第四巻 近世(下)』倉敷市、2003年

図３

図3 代官赴任の図
（『県治要略』）

⇒代官となる旗本は中
下級の旗本で、俸禄
も高くはない

⇒それでも、現地に行
くときには、幕府の
権威を背負って通る

⇒飛騨郡代として赴任
した豊田藤之進のと
き（天保11年）は、
家族と家来や日雇い
の人足も含めると、
約127人の行列

⇒それに応じた「馳走」
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3）幕領の特徴 代官とその下僚も含めて

「江戸幕府の政治的・軍事的・経済的基盤」⇒明治政府も継承
しかし、幕領を把握することは意外に難しい なぜか？ ＝文書の残存状況もある

①幕領は変化し続ける 幕府による所領のプール（加増・新規取り立てのとき）
幕領の変化を追うことは至難の業

②代官所の管轄地域も変化する
⇒代官の転勤のほか、「最寄替」「支配替」「当分預り」が頻繁におこる
⇒幕領が広域に分散・錯綜していくきっかけ

くわしくは美作・備中の幕領で説明

③代官のありかた（官僚化・マニュアル化と文書行政）
官僚制度としての「成熟」度 「文書行政」の発達 「県令」と言いたくなる！
代官所下僚としての「手附」の採用（御家人のなかから） 寛政改革

寛政改革以降の儒学者出身の代官採用 「名代官」 ⇒新しいタイプの「武士」官僚
⇒寛政期は画期である！
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4）最後の最後まで、幕領を「支配」することができたのはなぜか？

①人数が限られた（それなりの行財政能力を持った手付・手代は存在する＝「官僚
制」といってもよい）なかで、広域にわたって分散する幕領をどのように「支
配」したか？しかも管轄地域は変化する。
※代官の任務：「勧農」（河川管理も含めて）を行い、「年貢米金」（高掛三物
を含む）をできるだけ多く徴収し、江戸・大坂などの幕府蔵へ納入する（勘定
奉行所の確認を受ける）
治安維持・警察機能（下級裁判と軽犯罪の処罰のみ＝「手限」吟味）
⇒何事もなく代官を務めれば、「次」へ行ける 事なかれ！になりがち

②藩領と比較すると、役人の数が少ない幕領の陣屋支配がうまくできた秘密は？
⇒理由は在地の側にある

【その1】郡中ー組合村の出現とその特徴＝郡中寄合・郡中会所・郡中入用・郡中議定

【その2】陣屋元村で、代官陣屋行財政を金銭で請け負う商人＝御用達・掛屋・
郷宿の存在 ※貿易・鉱山と森林資源の管理をする「地役人」

⇒在地社会の「成熟」 政治文化の観点から
【その3】陣屋が置かれていることのメリットの活用 21



【その１】郡中惣代と組合村の存在
「御用「を務め、「郡中」を運営する

最初に発見した甲州市川代官所管下の郡中惣代の事例から
史料４ 郡中惣代任命請書
史料５ 甲州郡中惣代之儀に付、御尋之趣申上候書付

22
「甲国地方雑記」（『甲斐叢書』第一巻、三五七ー八頁）

史料４



史料５

史
料
５

甲
州
郡
中
惣
代
之
儀
に
付
、
御
尋
之
趣
申
上
候
書
付

23

山
梨
県
立
図
書
館
蔵

太
田
家
文
書



表５ 郡中惣代が引き継ぐ書類
【文書による「地域行政」】
1）「御用」を「請ける」
どのような「御用」か？
①年貢米江戸輸送（「廻米」）・納入業

務、年貢金の納入業務（※）
②陣屋の維持・管理の監督業務
③幕府ー代官所からの命令の伝達と
必用に応じた「郡中」の意向調査

2）「郡中用」（郡中＝幕領管下の村々）
のためにすること

①郡中で負担する経費（郡中入用）の
精算と割付

②郡中からの訴願を仲介・組織する
③郡中での集会（郡中寄合）と議定
（郡中議定）を作成する 安藤正人「近世後期甲州幕領の郡中惣代史料」『史料館

研究紀要』第10号、1978年 24

表５



図４ 甲州の郡中惣代図

⇒倉敷代官所管下に
ついては左の図５

図４

久留島浩『近世幕領の行政と組合村』東京大学出版会、
2002年

山本太郎『近世幕領支配と
地域社会構造－備中国倉敷
代官役所
管下幕府領の研究－』清文
堂出版株式会社、2010 年 25

図５



久留島浩「百姓と村の変質」『岩波講座 日本通史 第15巻』岩波書店、1995年

「御用」と「郡中用」と「村用」
さらに「組合村用」などもあり、

入用の構造は重層的⇒図６
それぞれ、経費がかかり、それをどの
ように負担するか
⇒郡中入用・組合村入用・村入用
表４
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表４

久留島浩『近世幕領の行
政と組合村』東京大学出
版会、2002年

図６



【その２】陣屋町（制度上は「村」）の村役人たちの果たす役割
⇒山本さんの仕事から

代官所の御用を金銭で請け負う存在 御用達
代官所支配に関して金銭の受け払い（御用に関わる出納）を代行する 掛屋
村々から「公務」で代官所に出張してくる村役人等が宿泊する指定宿 郷宿

訴訟のサポートや代官所役人への取り次ぎ等も行う
「郡中寄合」の場の提供

【その3】陣屋元村の持つ政治的・経済的メリット
人・もの・情報が動く中心
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2 備中・美作の幕領 倉敷代官所管轄下の幕領を観る

1）美作の幕領
美作国の所領関係 表７

28

久留島浩『近世幕
領の行政と組合
村』東京大学出版
会、2002年

表７



『鏡野町史 通史編』 鏡野町、二〇〇九年

美作の支配
関係を図示
してみると
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① 美作国の支配関係を概観する 近世社会の「縮図」としての美作

・近代を迎える直前の「錯綜する支配関係」の実態

元禄10（1697）年の森家改易以降 美作国は一円支配ではなくなる
５ヶ月の幕府代官支配ののち元禄11年1月、10万石で松平家（宣富）
入部。享保12（1727）年５万石減知、５万石は幕府代官支配へ。
文化14（1817）年、将軍家斉の子（斉民）を養子にして10万石に
復帰。こののち、藩領の替え地や津山藩預りの幕領の設定がある。

＝「領主は替わるもの」という典型的な地域の一つ
領域が錯綜する「非領国」 嘉永7年13領分→このまま明治へ
支配関係が変わる（管轄する代官所が変わる）幕領
藩に預けられることの意味 藩にとって、村にとって
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②地域の運営能力

a「地域社会の成熟度」を運営に関わって発生する費用（「入用」）
から考える。

とくに平等に合理的に分担するシステムへの注目
地域的入用の重層性と複合性 → 「地方税」の歴史的前提
村入用－組合村入用－郡中入用（幕府領）
村受－構受－大割（津山藩領）

b「村請制」を村の側から読み直す
「請ける」事柄も「請け方」も変化する 請ける側の「力」
1980年代の水本邦彦さんの研究以降、「村」が主語になった

参考『村 百姓たちの近世』岩波新書 シリーズ日本近世史② など

津田秀夫氏以降の村政民主化運動としての村方騒動論
参考『近世民衆運動の研究』三省堂、1979年

現在では、渡辺尚志「近世百姓の底力』敬文舎、2013年 など
⇒「村請」から「郡中請」へ 31
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表
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2）備中の幕領
備中国の支配関係 表7 嘉永3年以降を反映

倉敷代官所（本陣屋） 笠岡陣屋（出張陣屋）
窪屋・都宇・浅口・小田・賀陽・阿賀・哲多郡
のほか、美作で勝北・東北条・西北条郡に分散

上下代官所（陣屋） 備中では、川上郡・後月郡内

倉敷代官所管下の幕領の分散状況
図8（山本 文化14年）

図9 久留島 岡山県史 幕末 嘉永3年以降
⇒文化14年時点の管轄地域と嘉永3年以降の管轄

地域の違い（窪屋・都宇・浅口は継続的だが）
※ただし図9は誤りが多いので利用には要注意

1郡内の所領が錯綜していることについては、
図10 都宇郡支配関係略図

美作の所領の状況については 図7



『新修倉敷市史 第四巻 近世(下)』倉敷市、2003年 34

表７



『新修倉敷市史 第四巻 近世(下)』倉敷市、2003年

図８

久留島浩『近世幕領の行政と組合村』東京大学出版会、2002年

35

図９



『岡山県史 第八巻 近世Ⅲ』岡山県、1987年
36

図10
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3）倉敷代官所管下の幕領支配の
ありよう

図5 を参照
18世紀後半以降
経済（金融・商品流通・新田開発）の
中心地としての倉敷の持つ役割は高まる

新田・塩田開発の主体と経営による蓄財
周辺の土地集積をする＝地主経営の中心
貸家経営
綿実・魚などの諸商売

周辺の小藩、旗本の財政を握る
岡山藩（家臣も含めて）などへの献金

藩や村々、個人への「御用金」などの貸し
付けによる金融関係
一方で、借家人・奉公人・「日用」や「無
宿」も集まる
情報ネットワークの中心

山本太郎
『近世幕
領支配と
地域社会
構造－備
中国倉敷
代官役所
管下幕府
領の研究
－』清文
堂出版株
式会社、
2010 年



3 幕末・維新の動乱期をどのように乗り越えたか

史料２をどう読むか？

1）２度にわたる長州戦争と備中の幕領

・長州に近い幕府領の中心としての役割
①米や梅干・大根漬・味噌等の食料、兵馬のための秣・大豆・糠などの飼料、薪な

どの燃料のほか、草鞋などの物資を調達すること
②船を確保して、最前線まで輸送すること
③戦地では、物資の輸送を担い、こうした物資を利用した炊き出しを行うこと
④以上のことを担う「夫役人足」（陣夫）とその監督者「宰領」を派遣すること

１０００石に５人という「千石夫」の規準を適用 実際はこれよりも少ない
「宰領は」陣夫２５人に一人の割合

⇒あらかじめ約束した手当・経費は、幕府側が負けたあとで支払っている
38
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２）なぜ、このような物資や船の調達・陣夫の徴発が可能だったか？

①各郡内の幕領村のまとまり（組合村）ごとに調達・徴発をしている
史料２・表９・表１０
⇒その管理業務を行い、経費を書き上げたり、実際に「宰領」として戦地で

監督するのは、各郡の幕領の「惣代庄屋」（郡中惣代）たち

⇒日常的（平時）に、郡内の幕領村々の庄屋（村役人）たちと連携しなが
ら「郡中」や「組合村」に関する業務をこなしてきた「惣代庄屋」たち
が非常事態（戦争）のときにも機能している

⇒戦争終了後（幕府軍の実質的敗戦にもかかわらず）褒賞の対象とされる

②その中核としての倉敷村の役割も重要
表10
⇒郡中惣代で郡中取締役をも兼ねている（新禄派の代表的存在として倉敷

村庄屋を務める）植田武右衛門と郷宿の淀屋七助



久留島浩『近世幕領の行政と組合村』東京大学出版会、2002年
40

表８



久留島浩『近世幕領の行政と組合村』東京大学出版会、2002年 41

表９

表10



3）幕末維新期の備中
①第二次長州戦争中の倉敷・浅尾騒動

長州第二奇兵隊銃隊長兼書記の立石孫一郎が、隊士約100人を率
いて脱走し、慶応2年4月10日に倉敷陣屋を襲撃したのち、浅尾
藩の陣屋をも襲い、広島から駆けつけた幕府軍に鎮圧される。

※立石孫一郎：播磨国佐用郡上月村大庄屋大谷家生まれ（恵吉）。
美作国西々条郡二宮村立石正介の養子となり、さらに倉敷村大橋平右
衛門の養子となって大橋敬之助を名乗る。
高持たちの入れ札（選挙）で村年寄になったのち、「下津井事件」を
起こし（基本的には物価高騰に乗じて私腹を肥やしたとして飯米を購
入せざるをえない下層の人びとからの異議申し立てが背景）遁走し、
立石孫一郎と名乗って南奇隊（のち第二奇兵隊）に入る。
倉敷村の尊攘派森田節齊から大義名分論を学び、尊攘派の志士と交流。

⇒必ずしも計画的だったかどうかは不明。
膠着状態が続いていた長州戦争のなかで、兵站基地の中心であり、幕府支配
の象徴でもある倉敷陣屋を襲撃して、状況を変えたいという意図か

42
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②備中にも波及した「世直し」騒動 全国でも140件を超える

慶応2年5月13日：浅口郡阿賀崎新田村で「米価高騰を背景
をした飯米購入者層」による搗米商らの打ちこわし。
それ以降、浅口郡上船尾村の打ちこわし、阿賀郡下呰部村での不
穏な動きが続き、11月24日には、津山藩領内で起こった「改政
一揆」が美作国中に拡大。阿賀崎新田村では、小作人たちによる
小作料減免要求、哲多郡田淵村での小前百姓の屯集。

慶応2年12月15日：倉敷のうちこわし
戦争と不作による物価高騰（とくに米価高騰）に端を発した、都
市下層の人びとによる倉敷などの米商人たちの打ちこわし

③慶応3年12月から、翌3月ごろまで断続的に広がる「ええじゃな
い」 戦争終結と豊作

倉敷村では12月8日ー3月終わりまで、お札や剣先が断続的に降る



おわりに

近世後期の（おそらく18世紀後半、19世紀）備中幕領・美作幕領と
その中心である倉敷からみえるもの

1 ）地域運営能力の蓄積
組合村ー惣代庄屋制による「自主的地域運営」能力の形成（実質的に代
官行政を肩代わりし、自主的に地域運営をするという政治文化の形成）

領主（代官）が替わっても年貢を納入することができたことの持つ意味
「年貢村請」⇒「郡中請」
幕末維新期のくるくる変わる支配関係（広島藩か岡山藩か）とその後の
倉敷県・小田県（深津県）・北条県という新たなまとまりのなかで

44
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美作・備中地方は近世後期以降、典型的な非領国地域であり、替わる領主の
もとで、支配関係をともにする村々（領主制原理）が、幕府や個別領主の公
的役などの「御用」を担ってきた。
「御用請負」を専門に商売として行う御用達や、年貢金納入や公金貸し付け
を含めた代官所・郡中関係の金銭出納出を担う掛屋、触れの仲介や嘆願・訴
訟の際の取り次ぎをも行う郷宿などを一方で生みつつも、村－組合村－郡中
という各レベルで、代官所委任「御用」事務（雑務）を担ってきた。
同時に、郡中・組合村・村に関わることについて、その共通の利害をできる
限り低い費用でまもり続けた（公共性）。
組合村や郡中の編成が変わっても、藩領から幕領になっても、継承し続け
た。郡中入用・組合村入用は、そのような活動をすることによって生じた必
要経費でもあった。



①なぜ、「公共性」を持つ地域社会運営が可能だったか？
下からの運動の持つ意味が大きい

18世紀半ば以降、全国的にも勃発する村方騒動（村政民主化運
動） 年貢・村入用算用や世襲的で権威的な村政への抵抗
村政に参加する人びとが拡大する
⇒「新禄古禄騒動」もその典型

さらに、この村方騒動による村役人層の交替・拡大や村人の負担
となる年貢や村入用算用・割付にかかわる帳簿の公開、その過程
への参加の機会拡大を踏まえた

幕領での組合村騒動⇒郡中騒動
18世紀後半以降、村の中から生まれる「自主的な地域運営」への願
望と能力の獲得の動き
＝教育の普及や情報の共有、地域文化形成の問題でもある

46



言わば自律的に地域社会を運営するためには、村役人やその地域の惣代を勤め
る者たちにとっては、自ら、あるいは子弟をトレーニングすることが必要とな
っただけではなく、教育の機会を開くことでその担い手を拡大することが必要
になった。それでも、「筆算」のレベルでの差は、すぐには解消できなかった
ようである（村役人の持つ文化的ヘゲモニーの問題）。その弊害は、とくに村
役人を世襲的に続ける場合、顕著になった。そのため、惣代や村役人が果たす
べき役割の継承を重視する家では、これはと思う人物を養子にして家を継承す
るという手段を採ることも少なくなかった。また、18世紀末以降ひ、各地で
頻発するようになる、運営の民主化を求める村方騒動・組合村騒動・郡中騒
動の展開も、それぞれのレベルでの運営の担い手を拡大する方向に向かった。

47



②（倉敷に話を戻すと）倉敷代官所による備中・美作・讃岐幕領支配
の中心としての倉敷の果たした役割（倉敷村を運営する村役人層の力
量の問題）

宝暦3（1753）年から天保12（1841）年におよぶ、新禄古禄騒動とい
う経験とその成果としての村の運営
⇒義倉を運営する（資金を確保する）能力を持つ者が運営する

・さまざまな情報を集約でき、発信できる能力
＝情報ネットワークの中心

大坂の貨幣相場および大坂の掛屋が入手した京・大坂の政
治・社会情勢などが共有できる ＋ 人的な拡がりとも関わ
るが、武士たちとも交流している

・人的関係の拡がり 郡中惣代層の人的拡がりと重なる
婚姻、縁戚関係（養子関係）も含めて 「立石孫一郎」の場合

48



2）明治以降につながる動き
①地域的入用の「平等な」負担と合理的な運営

地域社会は、近世には支配関係の、明治以降は村をとりまく関係（行政区
画）の幾多の改変にもかかわらず、自らに深く関わる入用については、自ら
が自分たちのために支出し、総額を確定してから自ら負担し続ける（徴集す
る）。本来のtax payerの論理につながる＝自分たちにとって必要な公共的
事業に要する経費は自分たちで負担する。
少なくとも、明治５年までは確実に従来の重層的な入用制を踏襲している。
大区・小区でも、会所制（のち会議所）の持つ役割は大きい。民会は各地で
性格が異なるが、それでも公選の議員による会議は、民費をめぐる議論の比
重が高い。明治11年以降の郡区・町村制のなかでも、地方税を決める権限
は重要な意味を持ち続ける。

②自由民権運動へ
自由民権運動のなかでも、会費の使用項目や額などの決め方は、近世の
村や地域社会で培ってきた方法をそのまま継承する。
組織の仕方も署名の集め方も近世以来のやり方（村ぐるみ）と密接に
関わる。 49



美作や備中で１９世紀に起こった民衆運動は、この「地域
社会の運営をめぐる民主化」という点で共通し、あるいは
一気に推し進めることになったという点では、とくに変革
期には大きな意味を持ったといえよう。民会や自由民権運
動は、担い手の面でも次の担い手を育てるという点でも、
その組織のしかたも運営のありかたも、こうした運動の延
長線上にあったということができる。

50
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3）自主的に地域を運営する政治文化の蓄積を根底で支えたもの

主に地主経営などで蓄財し、周辺の大名・旗本への貸し付け・献金をも可能
にした経済力（政治力でもある）の蓄積、と言う点が前提

しかし、それだけではない
⇒郡中や倉敷村の運営を担うことで蓄積した政治的能力
⇒義倉という、地域社会を根本で支える救恤活動と地域社会との

関係
⇒教諭所運営や森田節齊という「過激な」尊皇攘夷派のイデオロ

ーグを村周辺に呼び寄せ、教育をもさせるだけの見識
⇒教育文化面での先進性 さまざまな文化活動
⇒明治以降、地域からの殖産興業を推進し、地域政治へ積極的に

関与することにつながる ＝倉敷が育んだ「進取の気性」へ



ご静聴ありがとうございました。

歴博の屏風桜
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先史・古代展示リニューアル

2019.3.19(Tue) Renewal Open

https://www.rekihaku.ac.jp/exhibitions/regular/room1.html
55



第１展示室
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第１展示室
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第１展示室
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第１展示室
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第2展示室



61

第3展示室
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第4展示室
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第5展示室
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第6展示室
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くらしの植物苑



企画展示（年3回）
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くらしの植物苑の特集展示
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②国内の歴史文化資料の保全と活用 「総合資料学」

総合資料学の創成
リーフレット

大学・博物館・地域社会に残る歴史資料の把握が前提
→保全体制（自然災害に強い資料保全体制）の構築
→活用

このままだと、消滅する資料も少なくない

お手元のリーフレットと
ニューズレターをご参照ください。

68



・「歴史文化資料保全のための
大学・大学共同利用機関間ネットワーク事業」

69



③日本関連在外資料の調査・研究と展示

・シーボルト父子関係資料の調査・研究
ヴュルツブルグ・ボーフム大学・ブランデンシュタイン家
・ミュンヘン五大陸博物館・ウィーン世界博物館など

→企画展示「シーボルトの日本博物館」（歴博ほか2018年5月－）へ
2019年10月～ ミュンヘン五大陸博物館で特別展示予定
2020年2月～ ウィーン世界博で特別展示予定

シーボルト次男ハインリッヒの収集資料約5000点の調査）

国立歴史民俗博物館
2016.7.12-9.4

名古屋市博物館
2017.4.22-6.11

国立民俗学博物館
2017.8.10-10.10

東山動植物園開演80周年
特別展「シーボルトと伊
藤圭介」東山動植物園
2017.5.23-6.4
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